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モーダルシフトによる、省エネルギー量算出例

シフト前
東京→（1,131km)→福岡
トラックエネルギー原単位 1.608MJ／トンキロ × 1,131Km＝ 1,818.648ＭＪ／トン

東京内トラック輸送　10Km
トラックエネルギー原単位 1.608MJ／トンキロ × 10Km＝ 16.08  ＭＪ／トン

海運利用　1,163km
海運エネルギー原単位 0.555MJ／トンキロ × 1,163Km＝ 645.465ＭＪ／トン

福岡県内トラック輸送　71km
トラックエネルギー原単位 1.608MJ／トンキロ × 71km＝ 114.168ＭＪ／トン

シフト後

  775.713ＭＪ／トン小合計

船舶 ：0.555ＭＪ／トンキロ   

事業用トラック ：1.608ＭＪ／トンキロ（0.0421リットル／トンキロ　×　38.2ＭＪ／リットル） 

57.3％
削減
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●モーダルシフトによるエネルギー削減算出例

●エネルギー原単価（貨物輸送量当たりの燃料使用量）経済産業省告示第 66号（平成 18年 3月29日）

（12トン以上、平均積載率による）    

※ MJ=メガジュール／新しい熱量を表す単位で、今までkcalで表示していた単位に変わるもの。1ジュールは100gの物体を1m持ち上げるのに要するエネルギーで
　（メガは100万倍の意味）、1calは、およそ4.18Jと等価。国際的にはcalカロリーよりもMJを用いる方へとシフトしてきている。


